





























































































































3  『オレグの初期統治』（Начальное управление Олега）。エカテリーナ２世が自ら台本を書いた。
この舞台には中国の様々な民族たちがそれぞれの民族衣装を身に付け、民族舞踊を披露した。
総勢500名を超える出演者による大変豪華な作品であった。（Петербургский балет. Три века: 


























リエット』をもとに『ロミオとユリア』（Ромео и Юлия, 1809）を、そして、ベルナルダ











5   Звёзды Мариинского театра: 99 лучших из лучших－СПб.: Композитор･Санкт-Петербург, 2013. C. 
21.
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（Хензи и Тао, или Красавица и чудовище、1819年、F・アントノリーニ作曲）や『コーカサ



































































































10   Петербургский балет. Три века: хроника: Т. 1―. ― СПб.: Акад. Рус. Балета им. А. Я. Вагановой, 
2014―201.








（Принцесса Требизонская, или Остров немых）であった。また、人気のある作品が何度も上
演される場合には、作品名の上または下に、（）書きで上演回数が記載されている。例えば、
人気オペラ『悪魔ロベール』では、作品名の下に「76回目」（-е представление）、『ポル
ティチノの唖娘』では作品名の上に「114回目」（zum 114 Mal）という具合である。
　公演ポスターの表記言語は、ロシア語、フランス語、ドイツ語、そしてイタリア語の４か
国語である。すべての公演情報を４か国語で表記しているわけではなく、芸術ジャンルに関
わらず、出演団体の国の言語に合わせて書かれている場合が多い。例えば、ロシア帝室劇場
アーティストらによる公演ならばロシア語で、フランスのアーティストらによる公演であれ
ばフランス語で表記されている。ただし、ボリショイ劇場の公演に関しては出演団体がロシ
ア以外の国である場合には、その団体国の言語とロシア語との２か国語で表記される場合が
多い。また、公演ポスター下部には、公演プログラムの値段や、チケット売り場の場所や営
業時間、また冬であれば気温低下に伴う公演中止情報などが書かれることが多い。
　総じて、公演ポスターには上記に述べたような一定の規則がある。そのため、所々に欠落
がある場合や、印刷が薄く不鮮明な場合であっても、ある程度の情報を読み取ることができ
る。
結びに
　バレエは17世紀のイタリア・ルネサンス期に起源を持ち、その後フランスで宮廷舞踊から
演劇としての舞踊芸術へと発展し、1830年代には近代バレエが誕生した。ロシアはピョート
ル大帝の西欧化以来、ヨーロッパから振付家やダンサーを招きながらバレエを取り入れ、独
自の社会、政治を背景に変容、発展させていった。そして、ヨーロッパでバレエが衰退した
19世紀後半には、ロシアでは『白鳥の湖』に代表されるクラシック・バレエが誕生し、一大
バレエ国となったのである。
　今回紹介した19世紀のサンクトペテルブルク帝室劇場の公演ポスターには、これまで問題
とされてこなかった情報が存在するため、非常に重要である。何よりも、19世紀のペテルブ
ルクの劇場でどの作品がどれだけ上演されていたのかを、己の目で見つめなおすということ
は、極めて意義深いものであろう。ゆえに、今後のロシア・バレエ史研究は、この公演ポス
ターを参照して進めていくことが必須だと考える。
